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「介護人材の確保・介護現場の革新」は前
回の介護報酬改定の際の５つの視点のうちの
１つであった。

今回の改定では「良質な介護サービスの効
率的な提供に向けた働きやすい職場づくり」
と表現が変わってはいるものの、通底してい
るのは「介護現場の生産性の向上」というこ
とであろう。

介護ロボットやICTの導入などによって、
サービスの質の向上や業務負担の軽減を図る
というものである。LIFEの運用開始と相まって
介護現場のICT化には目覚ましいものがある。

公的助成があってこそのものといえるが、セ

ンサー類を中心とした介護ロボットの導入も同
じだ。生産性の向上につながっている。

介護DXはまた別もの。LIFEにより最大限
の入カデータを提出し、フィードバックされた
データを最大限分析・活用してPDCAサイクル
を回し、アウトカムの改善や業務の改善につ
なげるという「やる気」があって初めて進展し
ていくという代物である。

このような認識で、小職はハッパをかけて
いる。介護DXがハッパをかけて進むものでは
ないことは重々承知しているが。
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